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外国人の受入れ
令和7年3月定例会｜該当テーマの発言のみを収録。質問・答弁・再質問の順序と文言を維持しています。

この資料は正式会議録から「外国人の受入れ」に関係する発言をテーマ別に抜粋したものです。省略部分は他テーマの発言です。

○１０番（崎尾亮介） ［登壇］

次に、外国人の受入れについてです。

令和７年度の市政執行の方針では。外国人材に対する記載がなかったようですが、熊本県では台湾の大手半導体企業であるＴＳＭＣの進出
により、外国人材が増えていると聞いております。

日田市においても、市内の人手不足や熊本県への外国人材の増加に伴い、市内でも外国人材が増えることが予想されます。

そこで、現在日田市に外国人の方は何名いるのかお伺いします。

また、大分県では外国人材への対応として、大分県外国人材の受入れ・共生のための対応策を策定しており、その中には各市町村の取組も
記載されておりますが、日田市の取組が他市と比較すると少ないように感じました。

外国人材が増える中で、文化や風習の違いから住民とのトラブル等が懸念されますが、日田市ではこれまでそういったトラブル等の問題が
なかったのかお伺いします。

日田市の少子高齢化の人口の問題、労働力を議論する場合、国内だけで解決するのは困難なところまで来ていると考えています。県として
も、外国人材の受入れについて指針を示していますが、日田市においての外国人材と市民の共生という点で、今後の方向性があればお示し
ください。

○商工観光部長（中山敏章） ［登壇］

次に、大分県外国人材の受入れ・共生のための対応策における市の取組方針の考えについてお答えいたします。

まず、日田市に居住している外国人の人数についてでございますが、令和７年１月３１日現在６２３人で、日田市の人口の約１％の割合と
なっており、令和６年１月３１日時点では５７３人でございましたことから、１年間で５０人の増加となっております。

次に、住民トラブル等の問題がなかったのかとの御質問でございますが、外国人技能実習生の受入れを行っている管理団体におきましては、
技能実習生が日本で安心して働けるよう、入国後講習といたしまして、日本における生活全般の知識や日本での円滑な技術などの習得など
に資する知識などを身につけられるよう、講習を行うこととされております。

その中では、入管法令や労働関係法など法律関連の知識を有する行政書士や社会保険労務士による法的保護講習を行うことが義務づけられ
ており、技能実習生は入国後約１か月間、管理団体の施設で生活をしながら入国後講習を受けた後、受入れ企業との雇用契約で技能実習を
行うこととなっております。

また、受入れ企業につきましても、技能実習の内定者決定の前に養成講習機関で実施される技能実習責任者講習を受講し、技能実習制度に
関する知識を習得した上で、管理団体と連携しながら就業時の居住場所等の準備を行うこととなっております。

このように、技能実習につきましては、技能実習生が安心して働けるよう、関係者の連携が図られておりますことから、外国人雇用に関す
る住民トラブルについて相談を受けたことはない状況でございます。

最後に、今後の方向性についてでございますが、市内企業の人材不足への対応のため、外国人材は今後も増えてくると考えられることから、
現在行っている日本語教室等の開催やホームページの多言語化対応など、大分県外国人材の受入れ共生のための対応策にある取組を継続し
てまいりたいと考えております。

また、令和９年度からこれまでの技能実習制度が育成就労制度となりますことから、外国人雇用の関係機関とさらに連携を深めながら、優
秀な外国人材に本市を選んでもらえるよう努めてまいりたいと考えております。

○１０番（崎尾亮介） ［意見］

まず、外国人の受入れについてです。日田市では、６００人程度を比率にして１％、大きなトラブルは起きていないということでした。で
すので、質問ではなく意見を申し上げます。

登壇でも申し上げたように、人口、労働力、後継者の問題を考えたときに、今後、外国人の受入れに対して積極的な議論が必要と考えてお
ります。そこで、一つの自治体とそれにまつわる論文を御紹介いたします。
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群馬県邑楽郡大泉町は、人口４万２,０００人で外国人の割合が２０％の町です。財政力指数は、令和４年度単年度で０.９３５です。その
町にまつわる論文がありまして、「群馬県邑楽郡大泉町における日本人住民と外国人住民の相互意識」という内容の表題の論文になります。

要旨を抜粋しますと、

日本人住民の外国人住民に対する意識は、ネガティブなものが多いことが分かった。一方、外国人住民の日本人住民に対する意識は、ネガ
ティブな意識がほとんどなかった。

ただし、日本人住民も外国人住民も、双方に対する意識が変わるタイミングとして、職場での交流や日本の学校に通う子供同士のやり取り
があった。職場や学校などの相互の交流機会を持つと、相手への意識がポジティブなものに変化することが多かった。相互に深い関わりが
生まれた場合に、相手に対する意識が良好に変化していた。

日本人住民と外国人住民をつなぐ存在が、組織や個人ともに存在していることも明らかになった。日本人住民と外国人住民をつなぐ役割を
果たしている個人、すなわち仲介者は少数であるが、仲介者は両者の意思疎通をスムーズにする役割を果たしていた。

という論文です。

つまり、外国人住民と日本人住民の共生には、両者をつなぐ場や組織、個人があれば望ましいといった内容の論文でございます。これから
の機運を考えたときに、現在の日田市にはこのような場や組織は少ないのではないかと思い、質問させていただきました。今後の調整に期
待します。


